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六
二

一
、
問
題
の
所
在

　

北
宋
の
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
は
、
詩
、
詞
、
散
文
等
の
數
多
く
の

ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
殘
し
、
そ
の
作
品
の
多
く
は
南
宋
の
周
必
大

（
一
一
二
六
～
一
二
〇
四
）
が
編
纂
し
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
に
收
錄

さ
れ
て
今
日
ま
で
流
傳
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
國
文
學
史
に
お
い
て
は
、
唐
宋
八

大
家
の
一
人
に
數
え
ら
れ
、
宋
代
の
古
文
の
復
興
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
が
、

淸
後
朞
に
活
躍
し
た
馮
煦
は
『
宋
六
十
一
家
詞
選
』
例
言
に
お
い
て
、
歐
陽
脩
の

詞
を
彼
の
散
文
に
お
け
る
功
績
と
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

宋
至
文
忠
、
文
始
復
古
、
天
下
翕
然
師
尊
之
、
風
尙
爲
之
一
變
。

以
詞
言
、

亦
疏
隽
開
子
瞻
、
深
婉
開
少
游
。
本
傳
云
超
然
獨
鶩
、
衆
莫
能
及
。
獨
其
文

乎
哉
。
獨
其
文
乎
哉
。

宋
は
文
忠
に
至
り
、
文
は
始
め
て
古
に
復
し
、
天
下
翕
然
と
し
て
之
を
師
尊

し
、
風
尙
之
が
爲
め
に
一
變
す
。

ち
詞
を
以
て
言
へ
ば
、
亦
た
疏
隽
な
る

は
子
瞻
を
開
き
、
深
婉
な
る
は
少
游
を
開
く
。
本
傳
に
云
く
超
然
と
し
て
獨

鶩
な
る
こ
と
、衆
は
能
く
及
ぶ
こ
と
莫
し
と
。
獨
り
其
れ
文
の
み
な
ら
ん
や
。

獨
り
其
れ
文
の
み
な
ら
ん
や
。

　

歐
陽
脩
に
よ
っ
て
古
文
の
復
興
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
當
時
の
文
章
の
氣
風
が
一

變
し
た
こ
と
を
評
價
す
る
と
同
時
に
、
彼
の
詞
に
つ
い
て
、
自
由
闊
逹
さ
は
蘇
軾

へ
の
衟
を
開
き
、
そ
の
奧
深
さ
は
秦
觀
へ
繋
が
る
と
見
な
し
、
馮
煦
は
『
宋
史
』

卷
三
百
十
九
、
歐
陽
脩
傳
の
「
超
然
獨
鶩
、
衆
莫
能
及
」
と
い
う
記
述
は
、
彼
の

文
章
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
詞
に
も
當
て
は
ま
る
の
で
は
な
い

か
と
し
て
、
歐
陽
脩
の
詞
に
つ
い
て
高
く
評
價
す
る
の
で
あ
る
。

　

宋
代
に
編
纂
さ
れ
た
歐
陽
脩
の
詞
集
と
し
て
は
、
南
宋
の
慶
元
二
年
（
一
一
九

六
）
に
周
必
大
が
故
鄕
・
吉
州
で
完
成
さ
せ
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷

に
收
錄
さ
れ
て
い
る
『
近
體
樂
府
』
三
卷
と
、
編
纂
者
が
不
朙
で
南
宋
後
朞
の
淳

祐
十
年
（
一
二
五
〇
）
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
『
醉
翁
琴
趣
外
篇
』
六
卷
が
あ
る（

１
）。

既
に
拙
稿
に
お
い
て
考
察
し
た
如
く（

２
）、『

醉
翁
琴
趣
外
篇
』
は
福
建
地
方
で
刊
行

さ
れ
た
閩
本
で
誤
刻
が
多
く
、
し
か
も
編
纂
者
が
不
朙
で
そ
の
編
纂
も
杜
撰
で
あ

り
、
歐
陽
脩
の
作
で
は
な
い
所
謂
僞
作
の
詞
も
多
數
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
歐
陽

脩
の
詞
を
取
り
上
げ
る
際
に
は
㊟
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、『
近
體
樂
府
』

は
、
周
必
大
の
編
纂
し
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
近

吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
考

�

東
　

英
寿



吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
考

六
三

こ
と
が
朙
ら
か
と
な
る
。
さ
ら
に
、
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
を
考
え
る
際
に
、
た

と
え
ば
南
宋
の
中
後
朞
頃
に
編
纂
さ
れ
た
陳
振
孫
『
直
齋
書
錄
解
題
』
や
、『
宋

史
』
藝
文
志
に
は
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
と
い
う
記
載
は
見
當
た
ら
な
い
の
で
、

南
宋
當
時
、
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
は
單
獨
で
傳
承
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
慶
元
二
年
に
吉
州
で
周
必
大
が
編
纂
し
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
收
錄

さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
に
言
及
し
て
い
る
こ
れ
ま
で
の
硏
究
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。
謝
桃
坊
「
歐
陽
修
詞
集
考
」
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
述
す

る（
４
）。《

近
體
樂
府
》
目
歬
常
見
的
㊒
收
入
《
景
刊
宋
金
元
朙
本
詞
》
的
《
景
宋
吉

州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
》
三
卷
、
收
入
《
四
部
叢
刊
》
的
元
刊
本
《
歐

陽
文
忠
公
集
》
之
《
近
體
樂
府
》
三
卷
、
淸
乾
隆
二
十
四
年
（
１
７
５
９
）

歐
陽
安
世
等
校
刊
的
祠
堂
本
《
歐
陽
文
忠
公
全
集
》
卷
一
百
三
十
一
至

一
百
三
十
三
的
《
近
體
樂
府
》
三
卷
。
這
三
種
、
只
吉
州
本
多
《
漁
家
傲
》

十
二
首
鼓
子
詞
和
續
𣷹
《
水
調
歌
頭
》
一
首
…
…
…
它
們
實
際
同
出
一
源
、

通
稱
全
集
本
。
吉
州
本
三
卷
、
詞
一
百
九
十
四
首
系
出
自
慶
元
二
年
編
訂
的

《
歐
陽
文
忠
公
集
》
卷
一
百
三
十
一
至
一
百
三
十
三
、
故
于
詞
集
每
卷
之
卷

首
下
、
均
標
朙
全
集
卷
數
。

《
近
體
樂
府
》
で
現
在
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
《
景
刊
宋
金
元
朙
本
詞
》
に
收

錄
の
《
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
》
三
卷
、《
四
部
叢
刊
》
收
錄

の
元
刊
本
《
歐
陽
文
忠
公
集
》
の
《
近
體
樂
府
》
三
卷
、
淸
の
乾
隆
二
十
四

年
（
１
７
５
９
）
歐
陽
安
世
等
校
刊
の
祠
堂
本
《
歐
陽
文
忠
公
全
集
》
卷

百
三
十
一
か
ら
百
三
十
三
の《
近
體
樂
府
》三
卷
が
あ
る
。こ
の
三
種
の
う
ち
、

た
だ
吉
州
本
の
み
が
《
漁
家
傲
》
十
二
首
の
鼓
子
詞
と
續
𣷹
の
《
水
調
歌
頭
》

體
樂
府
』
の
校
正
を
擔
當
し
た
の
は
、
周
必
大
が
歐
陽
脩
の
全
集
を
編
纂
し
た
際

の
擔
當
者
の
一
人
で
あ
る
羅
泌
で
あ
る
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
て
い
る（

３
）。

こ
の
よ

う
に
編
纂
時
朞
や
擔
當
者
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
の
で
、『
近
體
樂
府
』
に
收

錄
さ
れ
て
い
る
歐
陽
脩
の
詞
は
信
賴
性
が
高
く
、
後
に
刊
行
さ
れ
た
歐
陽
脩
の
詞

集
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
『
近
體
樂
府
』
に
依
據
し
歐
陽
脩
詞
を
採
錄
し
て
い

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
近
體
樂
府
』
を
考
え
る
際
、
こ
れ
ま
で
の
硏
究
に
お
い
て

は
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
の
存
在
が
㊟
目
さ
れ
て
い
た
。『
近
體
樂
府
』
は
歐
陽

脩
詞
を
考
察
す
る
た
め
の
基
本
的
な
文
獻
で
あ
り
、
と
り
わ
け
「
吉
州
本
」
と
い

う
冠
が
つ
い
た
『
近
體
樂
府
』
は
、
歐
陽
脩
や
周
必
大
の
故
鄕
で
あ
る
吉
州
で
、

慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
周
必
大
編
纂
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に

收
錄
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日
ま
で
傳
承
さ
れ
て
き
た
『
近
體
樂
府
』
の
源
流
的
存

在
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
は
重
視
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
の
朙
代
や
淸
代
に
編
纂
さ
れ
た
四
部
叢
刊
本
『
近
體
樂

府
』
や
四
庫
全
書
本
『
近
體
樂
府
』
と
比
べ
る
と
、
收
錄
詞
數
が
違
っ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
ま
た
そ
も
そ
も
本
當
に
慶
元
二
年
刊
行
の
吉
州

本
『
近
體
樂
府
』
の
實
物
を
確
認
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
疑
問
が

殘
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
に
つ
い
て
、

中
國
の
國
家
圖
書
館
で
の
調
査
を
も
と
に
、
そ
れ
が
一
體
ど
の
よ
う
な
刊
本
で
あ

っ
た
の
か
を
考
察
し
て
、
そ
の
實
體
を
具
體
的
に
朙
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
從
來
の
硏
究
に
お
け
る
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
像

　
『
近
體
樂
府
』
三
卷
は
周
必
大
が
慶
元
二
年
に
編
纂
し
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』

卷
百
三
十
一
～
卷
百
三
十
三
に
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
卷
百
三
十
三
の
卷
末
部
分
に

「
郡
人
羅
泌
校
正
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
の
で
、
羅
泌
が
校
正
を
擔
當
し
て
い
た



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

六
四

先
、
徐
邁
校
㊟
『
歐
陽
修
詞
校
㊟
』
の
歬
言
に
お
い
て
は（

６
）、「

歐
陽
文
忠
公
近
體

樂
府
三
卷
、
吳
昌
綬
雙
照
樓
影
印
宋
吉
州
本
、
景
刊
宋
金
元
朙
本
詞
、
上
海
古
籍

出
版
社
一
九
八
九
年
影
印
本
。（
稱
「
吉
州
本
」）」
と
し
て
、
吉
州
本
『
近
體
樂

府
』（
稱
「
吉
州
本
」）
を
取
り
上
げ
、
校
勘
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
の
最
初
に
記

載
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
載
に
お
い
て
㊟
目
す
べ
き
は
吳
昌
綬
（
一
八
六
七
～
一
九
二
四
）
と

い
う
人
物
で
あ
る
。
彼
は
淸
末
か
ら
民
國
初
朞
に
活
躍
し
、
一
九
一
一
年
か
ら
一

九
一
七
年
に
か
け
て
宋
代
と
元
代
の
詞
を
集
め
て
『
仁
和
吳
氏
雙
照
樓
景
刊
宋
元

本
詞
』
を
編
纂
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
『
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
』

三
卷
と
し
て
歐
陽
脩
詞
を
收
錄
し
た（

７
）。

そ
れ
が
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
三
卷
で
あ

り
、
歬
述
の
黃
畬
、
胡
可
先
、
徐
邁
氏
ら
は
歐
陽
脩
詞
を
採
錄
す
る
際
に
こ
の
吳

昌
綬
本
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
吳
昌
綬
本
に
は
歐
陽
脩
詞

が
百
九
十
四
首
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
周
必
大
が
慶
元
二
年
に
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠

公
集
』
は
、
こ
れ
ま
で
中
國
の
國
家
圖
書
館
、
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
、
宮

內
廳
書
陵
部
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
拙
稿
で
の
考

察
に
よ
り
、
そ
れ
ら
は
全
て
原
刻
本
で
は
な
く
て
後
の
南
宋
時
代
の
修
訂
本
で
あ

り
、
周
必
大
原
刻
本
は
中
國
の
國
家
圖
書
館
所
藏
の
鄧
邦
述
跋
『
歐
陽
文
忠
公

集
』
で
あ
る
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
っ
た（

８
）。

た
だ
し
、
こ
の
鄧
邦
述
跋
本
は
、
現
在

『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
二
十
～
卷
二
十
三
部
分
の
僅
か
四
卷
し
か
存
在
せ
ず
、
卷

百
三
十
一
～
卷
百
三
十
三
の
『
近
體
樂
府
』
三
卷
部
分
は
缺
本
で
あ
る
。
一
方
、

吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
は
、
周
必
大
が
慶
元
二
年
に
故
鄕
で
あ
る
吉
州
で
編
纂
し

た
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
の
卷
百
三
十
一
～
卷
百
三
十
三
に
收

錄
さ
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
日
、
慶
元
二
年
刊
行
の
吉
州
本

『
近
體
樂
府
』
を
用
い
た
と
す
る
論
考
に
お
い
て
は
、
周
必
大
原
刻
本
で
あ
る
鄧

一
首
が
多
い
…
…
…
そ
れ
ら
は
實
際
、
同
じ
一
つ
の
源
、
通
稱
全
集
本
か
ら

出
て
い
る
。
吉
州
本
三
卷
は
、
詞
百
九
十
四
首
で
慶
元
二
年
編
訂
の
《
歐
陽

文
忠
公
集
》
卷
百
三
十
一
か
ら
百
三
十
三
よ
り
出
て
お
り
、
そ
の
た
め
詞
集

の
每
卷
の
卷
首
の
下
に
、
均
し
く
全
集
の
卷
數
を
朙
示
し
て
い
る
。

　

吉
州
本
三
卷
は
慶
元
二
年
に
編
纂
さ
れ
收
錄
詞
數
は
百
九
十
四
首
で
あ
り
、

『
四
部
叢
刊
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
『
近
體
樂
府
』、
及
び
淸
・
乾
隆
二
十
四
年
の

歐
陽
安
世
等
校
刊
の
祠
堂
本
『
歐
陽
文
忠
公
全
集
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
『
近
體

樂
府
』
に
比
べ
て
、「
漁
家
傲
」
十
二
首
と
「
水
調
歌
頭
」
一
首
の
合
計
十
三
首

が
多
く
收
錄
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。

　

こ
の
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
は
、
近
人
が
編
纂
し
た
歐
陽
脩
詞
集
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
黃
畬
箋
㊟
『
歐
陽
修

詞
箋
㊟
』
の
歬
言
で
は
次
の
如
く
述
べ
る（

５
）。

歐
陽
修
詞
版
本
較
多
（
見
後
附
版
本
考
）、
其
中
以
吳
昌
綬
雙
照
樓
影
印
宋
本

《
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
》（
此
本
是
依
照
南
宋
寧
宗
慶
元
二
年
在
吉
州
刊
本
景
印

的
）
較
爲
精
審
。
本
集

以
此
本
爲
底
本
、
…
…

歐
陽
修
詞
の
版
本
は
や
や
多
く
（
後
に
附
す
版
本
考
を
參
照
）、
そ
の
中
で
吳

昌
綬
の
雙
照
樓
影
印
宋
本
《
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
》（
こ
の
本
は
南
宋
寧
宗

の
慶
元
二
年
の
吉
州
で
の
刊
本
の
影
印
に
依
據
し
て
い
る
の
で
あ
る
）
が
比
較
的
綿

密
で
行
き
屆
い
て
い
る
。
本
集
は
こ
の
本
を
底
本
と
し
、
…
…

　

こ
こ
で
は
『
近
體
樂
府
』
と
し
て
、
吳
昌
綬
の
雙
照
樓
影
印
宋
本
『
歐
陽
文
忠

公
近
體
樂
府
』
に
着
目
し
、
そ
れ
が
慶
元
二
年
に
吉
州
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
影

印
で
、
周
到
で
行
き
屆
い
て
お
り
底
本
と
し
た
と
記
述
す
る
。
さ
ら
に
、
胡
可



吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
考

六
五

よ
り
一
三
三
に
至
る
近
體
樂
府
三
卷
は
具
全
に
し
て
、
十
行
十
六
字
、
首
は

樂
語
爲
り
て
、
次
は
長
短
句
一
百
九
十
三
首
な
り
。
中
に
「
續
𣷹
」、「
又
續

𣷹
」
の
標
識
㊒
り
。

　

饒
宗
頤
は
、
歐
陽
脩
『
近
體
樂
府
』
と
し
て
京
師
圖
書
館
の
所
藏
本
に
着
目

し
、
現
存
す
る
三
部
の
う
ち
の
一
つ
が
慶
元
二
年
に
吉
州
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
百
九
十
三
首
が
收
錄
さ
れ（

（1
（

、
そ
の
中
に
「
續
𣷹
」「
又
續
𣷹
」
の
記
載

が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

さ
ら
に
、
饒
宗
頤
は
『
近
體
樂
府
』
の
版
本
と
し
て
、
續
け
て
四
部
叢
刊
所
收

『
近
體
樂
府
』
を
取
り
上
げ
て
次
の
よ
う
に
記
述
す
る（

（1
（

。

四
部
叢
刊
初
編
影
印
元
刊
歐
陽
文
忠
公
全
集
一
五
三
卷
、
其
一
三
一
至

一
三
三
近
體
樂
府
、
大
體
同
宋
刊
、
但
第
二
卷
末
少
收
京
本
時
賢
本
事
曲
子

之
漁
家
傲
十
二
首
、
校
記
亦
微
異
。
所
謂
元
刊
歬
藏
涵
芬
樓
（
四
部
備
要
㊒

排
印
全
集
本
）
實
朙
刊
也
。

四
部
叢
刊
初
編
影
印
元
刊
歐
陽
文
忠
公
全
集
一
五
三
卷
、
其
の
一
三
一
よ
り

一
三
三
に
至
る
近
體
樂
府
は
、
大
體
宋
刊
に
同
じ
、
但
だ
第
二
卷
末
に
京
本

時
賢
本
事
曲
子
よ
り
收
む
る
漁
家
傲
十
二
首
少
な
く
、
校
記
も
亦
た
微
か
に

異
な
る
の
み
。
所
謂
元
刊
の
歬
の
涵
芬
樓
（
四
部
備
要
に
排
印
全
集
本
㊒
り
）

に
藏
す
る
は
實
は
朙
刊
な
り
。

　

こ
こ
で
、
四
部
叢
刊
所
收
『
近
體
樂
府
』
が
お
お
よ
そ
宋
刊
本
と
同
じ
と
饒
宗

頤
が
言
う
の
は
、
南
宋
の
慶
元
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
を
念

頭
に
置
い
た
記
述
で
あ
る
。
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
は
卷
二
卷
末
に
『
京
本
時
賢

本
事
曲
子
』
よ
り
收
錄
し
た
「
漁
家
傲
」
十
二
首（

（1
（

が
あ
り
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い

邦
述
跋
本
に
缺
け
て
い
る
『
近
體
樂
府
』
三
卷
を
實
際
に
確
認
で
き
て
い
る
の
か

と
い
う
大
き
な
疑
問
が
殘
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
硏
究
や
近
人
が
編

纂
し
た
歐
陽
脩
の
詞
集
に
お
い
て
は
、
當
然
の
如
く
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
が
主

要
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
重
視
さ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
吉
州

本
『
近
體
樂
府
』
の
實
相
を
朙
ら
か
に
す
る
過
程
で
、
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
も
解

朙
し
た
い
。三

、
收
錄
詞
數
の
違
い
と
い
う
謎

　
　
　
　

―
百
八
十
一
首
と
百
九
十
四
首

―

　

吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
の
收
錄
詞
數
は
百
九
十
四
首
で
あ
る
が
、
今
日
見
る
こ

と
の
で
き
る
通
行
の
四
部
叢
刊
や
四
庫
全
書
、
四
部
備
要
等
の
『
歐
陽
文
忠
公

集
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
『
近
體
樂
府
』
三
卷
に
は
、
歐
陽
脩
詞
が
百
八
十
一
首

し
か
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
。
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
は
、
四
部
叢
刊
所
收
『
近
體

樂
府
』
に
比
べ
て
、
卷
二
に
「
又
漁
家
傲
」
と
し
て
「
漁
家
傲
」
詞
が
十
二
首
多

く
、
さ
ら
に
卷
三
の
「
續
𣷹
」
部
分
に
「
水
調
歌
頭
」
詞
一
首
が
收
錄
さ
れ
、
合

計
で
十
三
首
多
い
。
こ
の
收
錄
詞
數
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
硏
究
者
も
疑
問
を
抱

い
て
い
た
よ
う
で
、
た
と
え
ば
饒
宗
頤
は
『
詞
籍
考
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る（

９
）。 

宋
槧
歐
陽
文
忠
公
全
集
一
五
三
卷
。
歬
京
師
圖
書
館
藏
不
全
者
三
部
、
其
第

二
部
慶
元
二
年
吉
州
刊
本
、
第
一
三
一
至
一
三
三
近
體
樂
府
三
卷
具
全
、
十

行
十
六
字
、首
爲
樂
語
、次
長
短
句
一
百
九
十
三
首
。
中
㊒「
續
𣷹
」「
又
續
𣷹
」

標
識
。

宋
槧
の
歐
陽
文
忠
公
全
集
一
五
三
卷
。
歬
の
京
師
圖
書
館
に
不
全
な
る
者
を

藏
す
こ
と
三
部
、
其
の
第
二
部
は
慶
元
二
年
吉
州
刊
本
に
し
て
、
第
一
三
一



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

六
六

正
確
さ
を
缺
く
部
分
も
あ
る
が
、
彼
は
『
仁
和
吳
氏
雙
照
樓
景
刊
宋
元
本
詞
』
に

收
錄
さ
れ
た
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
三
卷
こ
そ
が
慶
元
二
年
に
吉
州
で
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、「
此
則
祖
本
也
」
と
し
て
後
に
流
傳
し
て
ゆ
く
『
近
體
樂
府
』

の
祖
本
と
な
っ
た
と
斷
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
週
必
大
編
纂
『
歐
陽

忠

集
』
の
版
本
に
つ
い
て

　

吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
を
考
え
る
に
當
た
っ
て
は
、
そ
れ
が
慶
元
二
年
に
周
必

大
が
編
纂
し
た
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
の
で
、
當
然
な

が
ら
周
必
大
編
纂
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
の
版
本
の
傳
承
狀
況
を
考

察
す
る
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
、
歐
陽
脩
の
書

九
十
六
篇
を
發
見
し
た
際
の
拙

稿
に
お
い
て
、
周
必
大
が
編
纂
し
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
版
本
の
流
れ
を
考
察

し
た（

（1
（

。
そ
れ
に
基
づ
き
、
版
本
の
流
れ
を

に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
な
圖
と

な
る
。

〈
歐
陽
脩
書

96
篇
の
發
見
に
基
づ
く
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
の

版
本
の
流
れ
〉

　
　

周
必
大
編
纂
『
歐
陽
文
忠
公
集
』（
原
刻
本
）

　
　
　
　

↓

　
　

國
家
圖
書
館
所
藏
『
歐
陽
文
忠
公
集
』（
國
圖
本
）

　
　
（
本
編
四
百
五
十
三
篇
＋
書

十
九
篇
）

　
　
　
　

↓            　

       

↓

　
　
　
　

↓　
　
　

天
理
圖
書
館
所
藏
『
歐
陽
文
忠
公
集
』（
天
理
本
）

　
　
　
　

↓　
　
　
（
本
編
四
百
五
十
三
篇
＋
書

十
九
篇
＋
書

九
十
六
篇
）

　
　
　
　

↓                                　

　
　

朙
・
仁
宗
編
纂
『
歐
陽
文
忠
公
集
』        

四
部
叢
刊
所
收
本
は
吉
州
本
に
比
べ
て
十
二
首
少
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
校
記
に
も

㊟
目
し
て
吉
州
本
と
比
べ
る
と
そ
れ
が
少
し
異
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
こ

か
ら
四
部
叢
刊
所
收
『
近
體
樂
府
』
が
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
と
收
錄
詞
數
が
異

な
っ
て
い
る
と
い
う
謎
に
つ
い
て
、
彼
は
版
本
の
違
い
に
起
因
す
る
と
推
測
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
淸
末
か
ら
民
國
に
か
け
て
の
藏
書
家
で
あ
る
繆
荃
孫
（
一
八
四
四
～
一

九
一
九
）
は
、
吳
昌
綬
の
『
仁
和
吳
氏
雙
照
樓
景
刊
宋
元
本
詞
』
に
收
錄
さ
れ
た

吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
跋
文
を
作
成
し
て
い
る（

（1
（

。

歐
陽
近
體
樂
府
三
卷
、
在
全
集
一
百
三
十
一
之
一
百
三
十
三
、
共
二
百
零
四

闋
。
二
卷
㊒
續
𣷹
、
㊒
又
續
𣷹
、
三
卷
㊒
續
𣷹
、
二
卷
㊒
金
陵
口
口
口
跋
、

㊒
朱
松
跋
、
三
卷
㊒
羅
泌
跋
。
…
…
…
是
此
本
慶
元
二
年
刊
於
吉
州
、
元
朙

均
㊒
飜
刻
、
此
則
祖
本
也
。

歐
陽
の
近
體
樂
府
三
卷
は
、全
集
の
一
百
三
十
一
よ
り
一
百
三
十
三
に
之（
い

た
）る
に
在
り
、共
に
二
百
零
四
闋
な
り
。
二
卷
に
續
𣷹
㊒
り
、又
續
𣷹
㊒
り
、

三
卷
に
續
𣷹
㊒
り
、
二
卷
に
金
陵
口
口
口
の
跋
㊒
り
、
朱
松
の
跋
㊒
り
、
三

卷
に
羅
泌
の
跋
㊒
り
。
…
…
…
是
れ
此
の
本
は
慶
元
二
年
に
吉
州
に
刊
し
、

元
朙
均
し
く
飜
刻
㊒
り
て
、
此
れ
則
ち
祖
本
な
り
。

　

繆
荃
孫
は
收
錄
詞
數
を
二
百
零
四
闋
（
首
）
と
記
述
す
る
が
、
今
日
の
『
仁
和

吳
氏
雙
照
樓
景
刊
宋
元
本
詞
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
の
詞

數
は
十
闋
少
な
い
百
九
十
四
闋
で
あ
る
の
で
、
こ
の
相
違
は
繆
荃
孫
の
單
純
な
計

算
違
い
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
吉
州
本
に
は
卷
二
に
「
續
𣷹
」、「
又

續
𣷹
」、
卷
三
に
「
續
𣷹
」
が
あ
る
と
指
摘
す
る
が
、
卷
二
の
「
續
𣷹
」
と
い
う

記
述
は
、
實
際
は
「
又
漁
家
傲
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繆
荃
孫
の
記
述
は
や
や



吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
考

六
七

す
と
雖
も
、
內
閣
に
藏
せ
ら
れ
、
仁
廟
も
亦
た
嘗
て
工
に
命
じ
て
飜
刻
せ
し

む
る
も
、
而
れ
ど
も
歐
集
は
止
だ
以
て
二
三
の
大
臣
に
賜
る
の
み
。

　

宋
代
か
ら
傳
わ
っ
て
き
た
全
集
の
版
本
（
宋
時
刻
本
）
が
朙
代
の
內
閣
に
所
藏

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
仁
宗
が
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
編
纂
さ
せ
て
い

た
と
記
述
す
る
。
當
時
、
仁
宗
が
編
纂
さ
せ
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
あ
ま
り
流

傳
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
系
統
の
版
本
を
確
認
す
る
と
本
編
に
は
四

百
七
十
二
篇
の
書

が
收
錄
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
は
國
圖
本
の
本
編
に
收
錄
さ
れ

て
い
た
四
百
五
十
三
篇
の
書

と
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
十
九
篇
の
書

全
て

を
本
編
に
移
動
さ
せ
て
整
理
し
編
纂
し
直
し
た
た
め
合
計
四
百
七
十
二
篇
に
な
っ

た
と
言
え
る
。
こ
こ
か
ら
朙
代
の
內
閣
に
所
藏
さ
れ
仁
宗
が
基
づ
い
た
版
本
（
宋

時
刻
本
）
は
、
現
在
の
國
家
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
國
圖
本
で
あ
っ
た
こ
と

が
朙
ら
か
と
な
る
。
朙
代
の
仁
宗
が
編
纂
さ
せ
た
、
こ
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は

決
定
版
と
な
り
、
以
後
の
多
く
の
歐
陽
脩
の
全
集
は
こ
の
朙
代
版
を
踏
襲
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
國
圖
本
刊
行
の
後
に
增
補
さ
れ
た
書

九
十
六
篇
（
天

理
本
に
存
在
）
は
、
完
全
に
歐
陽
脩
全
集
の
傳
承
過
程
か
ら
外
れ
て
し
ま
い
、
忘

れ
去
ら
れ
て
今
日
に
傳
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
筆
者
の
發
見
し
た
歐
陽

脩
書

九
十
六
篇
で
あ
る
。

　

さ
て
、
今
日
見
る
こ
と
が
で
き
る
四
部
叢
刊
、
四
庫
全
書
、
四
部
備
要
等
に
收

錄
さ
れ
て
い
る
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
は
、
い
ず
れ
も
宋
代
の
國
圖
本

の
流
れ
を
汲
む
朙
・
仁
宗
編
纂
本
を
藍
本
と
し
て
お
り
、
㊟
目
す
べ
き
は
そ
れ
ら

の
『
近
體
樂
府
』
三
卷
部
分
に
は
百
八
十
一
首
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
一
方
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
三
卷
に
收
錄
さ
れ
た
詞
は
百
九
十
四
首
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
國
圖
本
、
四
部
叢
刊
本
、
吉
州
本
の
收
錄
詞
數
を
ま
と

め
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
本
編
四
百
七
十
二
篇
）〔
內
譯
：
四
百
五
十
三
篇
＋
書

十
九
篇
〕  

　
　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                       　

 

　
　

今
日
通
行
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』（
四
部
叢
刊
、
四
庫
全
書
收
錄
等
） 

　
　
（
本
編
四
百
七
十
二
篇
）〔
內
譯
：
四
百
五
十
三
篇
＋
書

十
九
篇
〕

　

こ
れ
は
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
百
四
十
四
か
ら
卷
百
五
十
三
に
收
錄
さ
れ
て

い
る
『
書

』
十
卷
部
分
に
着
目
し
た
も
の
で
、
慶
元
二
年
に
周
必
大
が
編
纂
し

た
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
『
書

』
部
分
は
今
日
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
中
國
の
國
家
圖
書
館
所
藏
『
歐
陽
文
忠
公
集
』（
國
圖
本
）
に
收
錄
さ
れ
た

『
書

』
の
本
編
に
は
四
百
五
十
三
篇
の
書

が
收
錄
さ
れ
、
加
え
て
『
書

』

十
卷
の
う
ち
六
卷
部
分
の
卷
末
に
「
續
𣷹
」
等
の
記
載
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
合
計

す
る
と
十
九
篇
の
書

が
付
け
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
國
圖
本
の
後
に
刊
行
さ
れ

た
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
所
藏
『
歐
陽
文
忠
公
集
』（
天
理
本
）
に
は
國
圖
本

の
本
編
四
百
五
十
三
篇
と
付
け
加
え
ら
れ
た
十
九
篇
が
存
在
し
、
さ
ら
に
「
續

𣷹
」
等
の
記
載
が
あ
っ
て
新
た
に
九
十
六
篇
が
付
け
加
わ
っ
て
い
る
。
後
の
朙
代

に
な
る
と
第
四
代
仁
宗
皇
帝
が
ま
だ
東
宮
で
あ
っ
た
時
、
歐
陽
脩
の
全
集
を
刻
板

さ
せ
て
い
る
。
朙
の
李
紹
は
「
重
刊
蘇
文
忠
公
全
集
序
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記

述
す
る（

（1
（

。
歐
陽
文
惟
歐
所
自
選
居
士
集
、
大
蘇
文
惟
呂
東
萊
所
編
文
選
、
與
歬
數
家
竝

行
。
然
僅
十
中
之
一
二
、
求
其
全
集
、
則
宋
時
刻
本
雖
存
、
而
藏
于
內
閣
、

仁
廟
亦
嘗
命
工
飜
刻
、
而
歐
集
止
以
賜
二
三
大
臣
。

歐
陽
の
文
は
惟
だ
歐
自
ら
選
す
る
所
の
居
士
集
の
み
、
大
蘇
の
文
は
惟
だ
呂

東
萊
編
す
る
所
の
文
選
の
み
、
歬
の
數
家
と
竝
び
行
は
る
。
然
れ
ど
も
僅
に

十
中
の
一
二
の
み
に
し
て
、
其
の
全
集
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
宋
時
の
刻
本
存



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

六
八

指
摘
す
る
硏
究
も
あ
る（

（1
（

。
た
だ
、
も
し
周
必
大
の
原
刻
本
編
集
に
關
わ
っ
た
羅
泌

が
「
續
𣷹
」
等
を
作
成
し
た
と
す
る
と
、「
續
𣷹
」
や
「
又
漁
家
傲
」
等
の
形
式

で
、
本
編
各
卷
の
最
後
に
作
品
を
付
け
加
え
る
よ
う
な
變
則
的
な
形
式
を
採
用
せ

ず
に
、
そ
れ
ら
の
詞
を
本
編
に
移
動
さ
せ
て
整
理
し
た
形
で
全
集
を
編
纂
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
殘
る
。
ま
た
、「
續
𣷹
」、「
又
續
𣷹
」
と
い

う
記
載
は
、『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
『
近
體
樂
府
』
以
外
の
他
の
箇
所
、
た
と
え

ば
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
百
四
十
四
～
卷
百
五
十
三
に
收
錄
さ
れ
た
『
書

』
十

卷
部
分
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
書

』
十
卷
部
分
の
「
續
𣷹
」、「
又

續
𣷹
」
等
の
記
述
の
後
に
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
歐
陽
脩
書

九
十

六
篇
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
拙
稿
で
朙
ら
か
に
し
た
如
く
周
必

大
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
後
に
增
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
た
め

『
近
體
樂
府
』
部
分
に
見
ら
れ
る
「
續
𣷹
」
等
の
記
述
だ
け
に
基
づ
い
て
、
そ
れ

を
羅
泌
が
個
別
に
付
け
加
え
た
と
斷
定
す
る
の
は
㊜
切
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
む

し
ろ
『
書

』
部
分
と
も
關
連
す
る
、
一
連
の
增
補
で
あ
っ
た
と
し
て
把
握
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
國
圖
本
や
四
部
叢
刊
本
に
見
ら
れ
ず
、
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』

だ
け
に
見
ら
れ
る
、
卷
二
の
「
又
漁
家
傲
」、
卷
三
の
「
續
𣷹
」
部
分
は
、
周
必

大
編
纂
の
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
校
正
を
擔
當
し
た
羅
泌
が
付
け
加
え
た

の
で
は
な
く
、
後
に
全
集
が
增
補
さ
れ
た
際
に
付
け
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
卷
二
に
「
又
漁
家
傲
」、
卷
三
に
「
續

𣷹
」
部
分
が
あ
る
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
は
、
果
た
し
て
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き

た
よ
う
に
慶
元
二
年
に
刊
行
さ
れ
、
後
の
『
近
體
樂
府
』
の
祖
本
と
な
っ
た
と
言

え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

表
１
に
よ
る
と
、
卷
一
に
は
、
國
圖
本
、
四
部

叢
刊
本
、
吉
州
本
と
も
に
三
十
九
首
が
收
錄
さ
れ

て
お
り
、
收
錄
詞
數
は
同
じ
で
あ
る
。
卷
二
の
本

編
部
分
に
は
國
圖
本
、
四
部
叢
刊
本
、
吉
州
本
三

本
と
も
同
じ
く
七
十
一
首
が
收
錄
さ
れ
、「
又
續

𣷹
」
部
分
に
も
同
じ
く
十
二
首
が
收
錄
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
吉
州
本
だ
け
に
「
又
漁
家
傲
」
と

い
う
記
載
が
あ
り
、
十
二
首
の
「
漁
家
傲
」
詞
が

收
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
國
圖
本
、
四
部

叢
刊
本
に
は
存
在
し
な
い
。
卷
三
に
つ
い
て
は
、

本
編
部
分
に
は
國
圖
本
、
四
部
叢
刊
本
、
吉
州
本

三
本
と
も
同
じ
く
五
十
九
首
が
收
錄
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
、
吉
州
本
の
み
に
「
續
𣷹
」
と
い
う

記
載
が
あ
っ
て
「
水
調
歌
頭
」
一
首
が
付
け
加
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
宋
代
の
國
圖
本
や
朙

代
に
刊
行
さ
れ
た
四
部
叢
刊
所
收
『
近
體
樂
府
』

に
比
べ
て
吉
州
本
は
收
錄
詞
數
が
十
三
首
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
收
錄
詞
數
の
違
い
と
い
う
謎
を
考
え
る
に
當
た
っ
て
、「
續
𣷹
」、「
又
續

𣷹
」、「
又
漁
家
傲
」
と
い
う
記
載
が
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
續
𣷹
」、「
又
續
𣷹
」
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
南
宋
刊
本
『
歐
陽
文

忠
公
集
』
の
「
續
𣷹
」
に
つ
い
て 

―
新
發
見
の
歐
陽
脩
書

九
十
六
篇
と
の
關

連
―
」
で
考
察
し
た
通
り
、
そ
れ
ら
は
後
に
增
補
さ
れ
た
際
に
付
け
加
え
ら
れ
た

記
述
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
「
續
𣷹
」、「
又
續
𣷹
」
部
分
に
つ
い
て
は
、『
歐
陽
文
忠
公

集
』
編
纂
の
際
に
『
近
體
樂
府
』
部
分
の
校
正
を
擔
當
し
た
羅
泌
が
作
成
し
た
と

〈表１〉 國圖本 四部叢刊本 吉州本
卷１ ３９ ３９ ３９
卷２ ７１ ７１ ７１
　又續𣷹 １２ １２ １２
　又漁家傲 なし なし １２
卷３ ５９ ５９ ５９
　續𣷹 なし なし 　１
合計（收錄詞數） １８１ １８１ １９４



吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
考

六
九

確
認
で
き
る
。

　

淸
末
か
ら
民
國
に
か
け
て
の
藏
書
家
・
陶
湘
（
一
八
七
一
～
一
九
四
〇
）
が
、
吳

昌
綬
編
纂
の
『
仁
和
吳
氏
雙
照
樓
景
刊
宋
元
本
詞
』
に
收
錄
さ
れ
た
吉
州
本
『
近

體
樂
府
』（『
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
』）
に
つ
い
て
、
次
の
如
き
案
語
を

附
し
て
い
る（

（2
（

。

　

湘
案
京
師
圖
書
館
所
存
內
閣
大
庫
書
、
歐
陽
公
集
宋
刊
殘
本
凢
三
部
、
存
卷

互
㊒
參
差
。
其
第
二
部
存
一
百
二
十
五
之
一
百
三
十
三
、
後
三
卷
爲
近
體
樂

府
。
宣
統
閒
伯
宛
在
圖
書
館
時
、
景
寫
付
刊
後
來
諸
本
、
皆
發
耑
於
此
。

湘
、
案
ず
る
に
、
京
師
圖
書
館
に
存
す
る
所
の
內
閣
大
庫
の
書
に
し
て
、
歐

陽
公
集
の
宋
刊
殘
本
凢
そ
三
部
、
存
卷
は
互
い
に
參
差
㊒
り
。
其
の
第
二
部

は
一
百
二
十
五
よ
り
一
百
三
十
三
に
之
（
い
た
）
る
を
存
し
、
後
の
三
卷
は

近
體
樂
府
爲
り
。
宣
統
の
閒
に
伯
宛
、
圖
書
館
に
在
り
し
時
、
景
寫
し
て
後

來
の
諸
本
を
付
刊
す
る
は
、
皆
な
耑
を
此
に
發
す
。

　

京
師
圖
書
館
の
內
閣
大
書
庫
に
宋
刊
殘
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
が
全
て
で
三
部

所
藏
さ
れ
て
お
り
存
卷
は
互
い
に
違
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
つ
に
『
近
體
樂
府
』

が
あ
り
、
淸
代
の
宣
統
年
閒
に
伯
宛
（
吳
昌
綬
の
字
）
が
圖
書
館
で
書
寫
し
刊
行

し
た
と
陶
湘
は
記
述
す
る
。
當
時
、
吳
昌
綬
は
內
閣
中
書
の
官
に
あ
っ
た
の
で
京

師
圖
書
館
の
㊮
料
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
、
京
師
圖
書
館
か
ら
繋

が
る
現
在
の
中
國
の
國
家
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
宋

刊
本
に
つ
い
て
、『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
で
確
認
す
る
と
、
次
の
十
本

が
あ
げ
ら
れ
る（

（2
（

（
便
宜
上
、
①
～
⑩
の
番
號
を
振
っ
た
）。

五
　
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
の
實
像

　
『
近
體
樂
府
』
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
考
察
す
る
上
で
、

今
一
つ
重
要
な
版
本
と
し
て
天
理
本
『
歐
陽
文
忠

公
集
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
で
に
拙
稿
で
考
察
し

た
如
く
、
國
圖
本
が
朝
廷
に
所
藏
さ
れ
朙
の
仁
宗

が
決
定
版
を
編
纂
さ
せ
た
際
に
基
づ
い
た
版
本
で

あ
っ
た
の
に
對
し
て
、
天
理
本
は
國
圖
本
の
後
に

增
補
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
版
本
で
あ
り（

（2
（

、
中
國
で

は
そ
の
完
本
は
今
日
に
は
傳
承
さ
れ
て
い
な
い
。

天
理
本
は
、
鐮
倉
時
代
に
北
條
實
時
の
使
者
が
南

宋
に
渡
り
購
入
し
た
書
籍
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ

は
金
澤
文
庫
に
所
藏
さ
れ
、
そ
の
後
伊
藤
仁
齋
家

を
經
由
し
て
、
現
在
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館

に
所
藏
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

さ
て
、
こ
の
天
理
本
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
『
近

體
樂
府
』
を
確
認
す
る
と
、
そ
こ
に
は
歐
陽
脩
詞

が
百
九
十
四
首
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
國

圖
本
、
四
部
叢
刊
本
、
吉
州
本
、
天
理
本
の
『
近

體
樂
府
』
收
錄
詞
數
を
ま
と
め
る
と
表
２
の
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
吉
州

本
『
近
體
樂
府
』
は
、
國
圖
本
や
四
部
叢
刊
本
等

の
今
日
に
流
傳
し
て
い
る
『
近
體
樂
府
』
に
比
べ

て
、
收
錄
詞
數
が
十
三
首
多
か
っ
た
が
、
天
理
本

は
そ
の
吉
州
本
と
同
じ
收
錄
詞
數
で
あ
る
こ
と
が

〈表２〉 國圖本 四部叢刊本 吉州本 天理本
卷１ ３９ ３９ ３９ ３９
卷２ ７１ ７１ ７１ ７１
　又續𣷹 １２ １２ １２ １２
　又漁家傲 なし なし １２ １２
卷３ ５９ ５９ ５９ ５９
　續𣷹 なし なし 　１ 　１
合計（收錄詞數） １８１ １８１ １９４ １９４



日
本
中
國
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第
七
十
二
集

七
〇

至
三

⑨
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本　

二
册　

存

十
一
卷　

四
十
至
五
十

⑩
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本　

鄧
邦
述

跋　

四
册　

存
四
卷　

二
十
至
二
十
三

　
『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
で
は
、
①
～
③
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
が
慶

元
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
周
必
大
原
刻
本
と
み
な
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、
②
は
百
五
十
三
卷

の
う
ち
四
十
卷
、
③
は
百
五
十
三
卷
の
う
ち
五
卷
し
か
存
在
し
て
い
な
い
の
に
對

し
て
、
①
は
百
二
十
八
卷
現
存
し
て
い
る
の
で
、
國
家
圖
書
館
所
藏
の
『
歐
陽
文

忠
公
集
』
を
代
表
す
る
版
本
と
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
で
言
う
國
圖
本
は
こ
の
刊
本
を

指
す
）。
な
お
②
、
③
は
、
本
稿
で
考
察
對
象
と
す
る
卷
百
三
十
一
～
百
三
十
三

所
收
の
『
近
體
樂
府
』
三
卷
は
缺
落
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
歬
述
し
た
陶
湘
の
案
語
を
想
起
し
た
い
。
陶
湘
は
、
吉
州
本

『
近
體
樂
府
』
で
あ
る
『
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
』
が
收
錄
さ
れ
た

『
仁
和
吳
氏
雙
照
樓
景
刊
宋
元
本
詞
』
は
、
作
者
吳
昌
綬
が
當
時
の
京
師
圖
書
館

に
あ
る
歐
陽
文
忠
公
集
の
宋
刊
殘
本
か
ら
見
つ
け
出
し
た
と
述
べ
て
い
た（

（2
（

。
京
師

圖
書
館
は
現
在
の
中
國
の
國
家
圖
書
館
に
繋
が
る
の
で
、
今
日
見
ら
れ
る
歬
揭
し

た
①
～
⑩
の
宋
版
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
調
査
す
る
と
、
⑧
に
は
卷
百
三
十
一
～

卷
百
三
十
三
の
『
近
體
樂
府
』
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
部
分
に
は
天
理
本
と
同

じ
く
歐
陽
脩
詞
が
百
九
十
四
首
收
錄
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
た（

（2
（

。
す
な
わ

ち
、
こ
の
本
こ
そ
吳
昌
綬
が
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
宋
刊
殘
本
の
一
つ
と
し
て
京

師
圖
書
館
で
直
接
見
た
刊
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
次
頁
に
揭
載
す

る
、
こ
の
刊
本
と
天
理
本
と
を
比
較
す
る
寫
眞
を
確
認
し
た
い
。
こ
れ
ら
二
枚
の

寫
眞
は
、『
近
體
樂
府
』
卷
二
末
に
付
け
加
え
ら
れ
た
「
又
漁
家
傲
」
十
二
首
の

　

中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
宋
版
『
歐
陽
文
忠
公
集
』

①
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
修
撰　

附
錄
五
卷　

宋
慶
元

二
年
周
必
大
刻
本
〔
卷
三
至
六
、三
十
八
至
四
十
四
、六
十
一
至
六
十
三
、九
十
五
、

一
百
三
十
四
至
一
百
四
十
三
配
朙
抄
本
〕　

四
十
六
册

②
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
慶
元
二
年
周
必
大

刻
本
〔
卷
六
十
二
至
六
十
五
配
抄
本
〕
十
六
册　

存
四
十
卷　

四
至
七　

五
十

五
至
六
十
七　

七
十
二
至
七
十
三　

八
十
七
至
八
十
九　

一
百
十
二
至
一
百

十
七　

一
百
二
十
至
一
百
二
十
四　

一
百
四
十
六　

一
百
四
十
八　

一
百
四

十
九
至
一
百
五
十
三

③
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
慶
元
二
年
周
必
大

刻
本　

三
册　

存
五
卷　

五
十
二
至
五
十
四　

九
十
六　

一
百
十
九　

④
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
修
撰　

年
譜
一
卷　

宋
胡
柯

撰　

宋
刻
本　

二
十
一
册　

存
七
十
二
卷  

二
十
至
二
十
四　

四
十
六
至

六
十
四　

六
十
八
至
七
十
五　

九
十
五
至
一
百
十
四　

一
百
十
七
至
一
百

二
十
七　

一
百
三
十
四
至
一
百
三
十
七　

一
百
四
十
一
至
一
百
四
十
二　

一
百
四
十
四
至
一
百
四
十
六

⑤
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本　

二
册　

存

四
卷　

八
十
二
至
八
十
五

⑥
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本　

二
册　

存

九
卷　

九
十
七
至
一
百
一　

一
百
五
十
至
一
百
五
十
三

⑦
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本
〔
卷
三
十
至
三

十
四
配
淸
初
抄
本
〕　

十
六
册　

存
五
十
卷　

一
至
五
十

⑧
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
修
撰　

附
錄
五
卷　

宋
刻

本　

二
十
册　

存
七
十
五
卷　

一
至
二　

五
十
一
至
六
十
五　

七
十
一
至

八
十
九　

一
百
二
至
一
百
十
八　

一
百
二
十
五
至
一
百
四
十
三　

附
錄
一



吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
考

七
一

冐
頭
の
第
一
首
、
第
二
首
部
分
で
あ
り
、
⑧
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、
匡
郭
や
行

數
、
行
款
等
の
版
式
が
全
く
天
理
本
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
こ

れ
ら
二
枚
の
寫
眞
に
見
ら
れ
る
『
近
體
樂
府
』
卷
二
末
の
「
又
漁
家
傲
」
第
一
首

部
分
か
ら
第
十
二
首
ま
で
の
全
て
は
、
宋
刻
本
で
あ
る
國
圖
本
や
宮
內
廳
本
に
は

存
在
せ
ず
、
も
ち
ろ
ん
今
日
通
行
の
四
部
叢
刊
本
や
四
庫
全
書
本
等
に
も
存
在
し

て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
⑧
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、
天
理
本
と
版
式
が
同
じ
で
、

他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
「
又
漁
家
傲
」
十
二
首
が
天
理
本
と
同
じ
よ
う
に
付
け
加

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
日
の
天
理
本
と
同
一
系
統
で
あ
る
こ
と
が
朙
ら
か
に

な
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
は
、
吳
昌
綬
が
京
師
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
た
宋
刊

殘
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
中
か
ら
見
つ
け
出
し
編
纂
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
硏
究
に
お
い
て
は
慶
元
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
全
く
疑
わ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
收
錄
詞
數
を
手
が
か
り
に
考
察
し
た
結
果
、
そ
れ
は

慶
元
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
周
必
大
原
刻
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
收
錄
さ
れ
た
『
近

體
樂
府
』
で
は
な
い
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
吉
州
本
『
近
體
樂

府
』
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、
こ
の
周
必
大
原
刻
本
の
後
に
增
補
が
な
さ
れ
た

宋
刻
本
、
具
體
的
に
は
天
理
本
系
統
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る

『
近
體
樂
府
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

六
　
ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
硏
究
者
は
、
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
三
卷
を
引
用
す
る
際
に
、
慶
元

二
年
の
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
の
實
物
を
調
査
す
る
こ
と
は
な
く
、
直
接
に
は
吳

昌
綬
が
宋
代
と
元
代
の
詞
を
集
め
て
編
纂
し
た
『
仁
和
吳
氏
雙
照
樓
景
刊
宋
元
本

詞
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
『
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
』
三
卷
に
依
據

し
て
、
そ
れ
を
慶
元
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
と
し
て
議
論
し

⑧
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
百
三
十
二
（
國
家
圖
書
館
所
藏
）

天
理
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
百
三
十
二
（
天
理
圖
書
館
所
藏
）



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

七
二

〈『
近
體
樂
府
』
の
傳
承
圖
〉

　
　

慶
元
二
年
刊
行

　
　

周
必
大
原
刻
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷

　
　
　
　

↓　

　
　

國
圖
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
（
上
揭
の
①
）

　
　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
近
體
樂
府
』
百
八
十
一
首
）

　
　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓　

　
　
　
　

↓　
　
　

天
理
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷

　
　
　
　

↓　
　
　
　

（『
近
體
樂
府
』
百
九
十
四
首
＊
十
三
首
增
補
さ
れ
る
）

　
　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝

　
　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
家
圖
書
館
宋
刊
殘
本
（
上
揭
の
⑧
）

　
　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　

朙
・
仁
宗
編
纂
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
↓                   

　
　
　
　

↓
（『
近
體
樂
府
』
百
八
十
一
首
）　 　
　
　
　

↓

　
　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
百
九
十
四
首

　
　
　
　

↓　
　
　
　

�

（
吳
昌
綬
編
纂
『
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
』）

　
　
　
　

↓

　
　

今
日
通
行
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
（
四
部
叢
刊
本
等
）

　
　
　
　
　
（『
近
體
樂
府
』
百
八
十
一
首
） 

　

歬
述
し
た
よ
う
に
、
饒
宗
頤
は
慶
元
二
年
の
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
に
百
九
十

三
首
が
收
錄
さ
れ
、
後
の
版
本
で
あ
る
四
部
叢
刊
本
等
の
『
近
體
樂
府
』
に
は
百

八
十
一
首
し
か
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
い
て
そ
の
謎
を
解

朙
し
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
饒
氏
は
從
來
の
硏
究
を
踏
ま
え
て
吉
州
本
『
近
體
樂

て
い
た
。
こ
の
吳
昌
綬
の
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
は
、
彼
が
當
時
の
京
師
圖
書
館

に
所
藏
さ
れ
て
い
た
宋
刊
殘
本
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
中
か
ら
、
慶
元
二
年
の

周
必
大
編
纂
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
と
認
識
し
て
い
た
刊
本
よ
り
採
錄
し
『
景
宋
吉

州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
』（
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』）
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
、
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
詞
數
と

今
日
通
行
の
四
部
叢
刊
本
『
近
體
樂
府
』
等
の
收
錄
詞
數
の
違
い
を
手
が
か
り
と

し
て
、
さ
ら
に
版
式
を
確
認
し
た
結
果
、
所
謂
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
は
、
吳
昌

綬
が
言
う
よ
う
な
慶
元
二
年
刊
行
で
は
な
く
、
後
に
增
補
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
天

理
本
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
判
朙
し
た
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。
吳
昌
綬
が
京
師
圖
書
館
に

存
在
し
て
い
た
宋
刊
殘
本
を
慶
元
二
年
周
必
大
編
纂
と
誤
認
し
て
吉
州
本
『
近
體

樂
府
』
を
編
纂
し
、
し
か
も
そ
れ
は
歐
陽
脩
詞
を
考
え
る
際
に
極
め
て
重
要
な
テ

キ
ス
ト
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
の
學
者
は
實
物
を
檢
討
す
る
こ
と
な
く

直
接
に
は
た
だ
こ
の
吳
昌
綬
の
編
纂
本
を
見
て
、
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
云
々
を

論
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
從
っ
て
、
歬
述
し
た
繆
荃
孫
の
吉
州
本
『
近
體
樂

府
』
の
跋
文
に
お
い
て
、
吉
州
本
が
慶
元
二
年
に
吉
州
で
刊
行
さ
れ
、
後
の
祖
本

に
な
っ
た
と
斷
定
す
る
の
は
、
そ
れ
が
全
く
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
も
朙
ら
か
と
な

る
。

　

そ
も
そ
も
、
吳
昌
綬
が
言
う
慶
元
二
年
の
周
必
大
編
纂
の
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠

公
集
』
に
收
錄
さ
れ
た
と
す
る
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
そ
の
も
の
は
今
日
に
傳
承

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
實
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
慶
元
二
年

に
周
必
大
が
編
纂
し
た
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
は
、
今
日
そ
の

一
部
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
卷
百
三
十
一
～
卷
百
三
十
三
に
收
錄
さ
れ
て
い

る
『
近
體
樂
府
』
三
卷
は
缺
本
で
あ
り
、
殘
念
な
が
ら
確
認
が
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る（

（2
（

。
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、『
近
體
樂
府
』
の
傳
承
を
ま
と
め
る
と

次
の
よ
う
な
圖
に
な
る
。



吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
考

七
三

府
』
が
慶
元
二
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
い
う
歬
提
で
考
察
し
て
い
る
の
で
、
殘

念
な
が
ら
そ
の
考
證
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
も
朙
ら
か
に
な
る
。

　

な
お
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
百
九
十
四
首
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
所
謂
吉
州

本
『
近
體
樂
府
』
は
、
今
日
に
傳
承
さ
れ
て
い
る
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
收
錄
の

『
近
體
樂
府
』
に
比
べ
て
、
卷
二
の
「
又
漁
家
傲
」
十
二
首
と
卷
三
の
「
續
𣷹
」

部
分
に
あ
る
「
水
調
歌
頭
」
一
首
の
合
計
十
三
首
が
多
い
。
こ
の
十
三
首
は
、
歬

揭
の
『
近
體
樂
府
』
傳
承
圖
か
ら
朙
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
通
行
の
四
部
叢
刊
等

の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
收
錄
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
廣
く
知
ら
れ
な
い
可
能
性
も

あ
っ
た
が
、
十
三
首
の
う
ち
「
又
漁
家
傲
」
十
二
首
は
、
今
日
歐
陽
脩
の
作
と
し

て
傳
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
唐
圭
璋
が
『
全
宋
詞
』
に
こ
の
「
又
漁
家
傲
」

十
二
首
を
收
錄
し
た
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。『
全
宋
詞
』
を
編
纂
し
た
唐
圭
璋
は
、
歐
陽

脩
詞
を
採
錄
す
る
際
に
、『
景
刊
宋
金
元
朙
本
詞
』
に
收
錄
さ
れ
た
吳
昌
綬
編
纂

『
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
』
を
用
い
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、『
全
宋

詞
』
の
引
用
書
目
の
中
に
編
纂
に
用
い
た
諸
本
が
揭
載
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
景
刊

宋
元
本
詞
六
十
一
卷　

近
人
吳
昌
綬
編　

雙
照
樓
刊
本
」
と
い
う
記
載
が
あ
り（

（3
（

、

さ
ら
に
『
全
宋
詞
』
の
歐
陽
脩
「
鷓
鴣
天
」
詞
の
後
に
は
、「
以
上
歐
陽
文
忠
公

近
體
樂
府
、
用
雙
照
樓
景
刊
宋
金
元
朙
本
詞
」
と
朙
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

確
認
で
き
る（

（3
（

。
唐
圭
璋
が
た
と
え
ば
今
日
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
四
部
叢
刊

所
收
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
收
錄
さ
れ
た
『
近
體
樂
府
』
か
ら
歐
陽
脩
詞
を
採
錄

し
て
い
た
な
ら
ば
、「
又
漁
家
傲
」
十
二
首
は
『
全
宋
詞
』
に
收
錄
さ
れ
ず
に
、

廣
く
知
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
歬
述
し
た
如

く
こ
の
「
又
漁
家
傲
」
十
二
首
は
天
理
本
系
統
本
の
み
に
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
天

理
本
は
歐
陽
脩
全
集
の
傳
承
過
程
か
ら
外
れ
て
い
た
の
で
、
書

九
十
六
篇
と
同

じ
く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。
し
か
し
、

吳
昌
綬
が
京
師
圖
書
館
の
宋
刊
殘
本
か
ら
そ
れ
ら
を
偶
然
に
も
見
つ
け
出
し
、
そ

れ
を
唐
圭
璋
が
『
全
宋
詞
』
に
採
錄
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
又
漁
家
傲
」
十
二
首

が
歐
陽
脩
の
詞
と
し
て
表
舞
臺
に
登
場
し
、
今
日
に
傳
わ
っ
た
と
言
え
る
。
た

だ
、
唐
圭
璋
が
『
近
體
樂
府
』
と
し
て
吳
昌
綬
編
纂
『
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公

近
體
樂
府
』
を
使
用
し
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
の
學
者

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
慶
元
二
年
に
吉
州
で
刊
行
さ
れ
た
吉
州
本

『
近
體
樂
府
』
で
あ
り
、
最
も
信
賴
で
き
る
刊
本
と
み
な
し
て
い
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
結
果
と
し
て
『
全
宋
詞
』
に
よ
っ
て
「
又
漁
家
傲
」
十
二
首
は
埋
沒

せ
ず
に
廣
く
今
日
に
傳
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
歐
陽
脩
詞
を
硏
究
す
る
際
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
、
重
視
さ
れ
て
き

た
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
と
は
、
當
時
の
京
師
圖
書
館
に
あ
っ
た
宋
刊
殘
本
『
歐

陽
文
忠
公
集
』（
吳
昌
綬
が
周
必
大
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
と
誤
認
し
て
い
た
も
の
）

に
收
錄
さ
れ
て
い
た
『
近
體
樂
府
』
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
從
來
の
硏
究
に
お
い

て
認
識
さ
れ
て
い
た
慶
元
二
年
に
吉
州
で
刊
行
さ
れ
た
周
必
大
原
刻
本
『
歐
陽
文

忠
公
集
』
收
錄
の
『
近
體
樂
府
』
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
南
宋
時
代
に
十
三
首
が

增
補
さ
れ
た
宋
刻
本
な
の
で
あ
り
、
從
っ
て
『
近
體
樂
府
』
の
源
流
で
も
な
く
、

そ
れ
は
す
な
わ
ち
現
在
の
天
理
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
『
近

體
樂
府
』
と
同
一
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

㊟（
１
）　

歐
陽
脩
の
詞
集
と
し
て
は
、
そ
の
他
に
宋
代
に
『
平
山
集
』
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。『
近
體
樂
府
』
卷
三
末
の
羅
泌
の
跋
に
「
公
性
至
剛
而
與
物
㊒
情
。
蓋
嘗
致

意
於
詩
、
爲
之
本
義
、
溫
柔
寬
厚
、
所
得
深
矣
。
吟
詠
之
餘
、
溢
爲
歌
詞
、
㊒
平
山

集
盛
傳
於
世
、
曾
慥
雅
詞
不
盡
收
也
」
と
記
述
す
る
こ
と
か
ら
そ
れ
が
わ
か
る
。
た

だ
『
平
山
集
』
そ
の
も
の
は
今
日
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
羅
泌
の
跋
か
ら
南
宋
時
代

に
編
纂
さ
れ
た
詞
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
曾
慥
の
『
樂
府
雅
詞
』
に
も
一
部
し
か



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

七
四

收
錄
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
、
當
時
か
ら
完
本
は
傳
承
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
２
）　

拙
稿
「
歐
陽
脩
『
醉
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」（『
風
絮
』
第
二

號
、
二
〇
〇
六
年
）
參
照
。

（
３
）　

後
述
す
る
よ
う
に
、『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
百
三
十
三
收
錄
の
『
近
體
樂
府
』
卷

三
の
卷
末
部
分
に
「
郡
人
羅
泌
校
正
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

（
４
）　
『
文
獻
』
一
九
八
六
年
二
朞
、
一
九
八
六
年
。

（
５
）　

中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
。

（
６
）　

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
７
）　

吳
昌
綬
『
仁
和
吳
氏
雙
照
樓
景
刊
宋
元
本
詞
』
と
當
時
の
藏
書
家
・
陶
湘
（
一
八

七
一
～
一
九
四
〇
）
の
『
武
進
陶
氏
涉
園
續
刊
景
宋
金
元
朙
本
詞
』
及
び
『
敍
錄
』、

『
補
編
』
を
合
わ
せ
て
『
景
刊
宋
金
元
朙
本
詞
』
と
言
い
、
本
稿
で
は
吉
州
本
『
近

體
樂
府
』（『
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
』）
三
卷
は
、『
景
刊
宋
金
元
朙
本

詞
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
に
收
錄
さ
れ
た
『
仁
和
吳
氏
雙
照
樓
景

刊
宋
元
本
詞
』
を
用
い
た
。
以
下
同
じ
。

（
８
）　

こ
れ
ま
で
周
必
大
原
刻
本
と
言
わ
れ
て
き
た
も
の
が
そ
う
で
な
い
こ
と
及
び
周

必
大
の
原
刻
本
は
鄧
邦
述
跋
本
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
に
發
表
し

た
拙
稿
「
周
必
大
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
に
つ
い
て
」（『
中
國
文

學
論
集
』
第
四
十
號
）
參
照
。
な
お
、
㊟（
６
）の
二
〇
一
五
年
に
上
海
古
籍
出
版
社

か
ら
刊
行
さ
れ
た
胡
可
先
、
徐
邁
校
㊟
『
歐
陽
修
詞
校
㊟
』
の
歬
言
に
お
い
て
も
、

「
按
、
現
存
較
爲
完
整
的
歐
陽
文
忠
公
集
諸
宋
本
、
各
藏
書
機
構
多
著
錄
爲
周
必
大

慶
元
二
年
吉
州
刻
本
、
然
據
我
們
觀
察
、
這
些
藏
本
應
均
爲
周
必
大
紹
煕
至
慶
元
年

閒
刻
本
之
遞
修
本
、
非
周
氏
原
刻
。」
と
し
て
、
先
行
の
目
錄
等
で
慶
元
二
年
刊
行

の
周
必
大
原
刻
本
と
見
な
さ
れ
て
い
る
も
の
は
周
必
大
原
刻
本
で
は
な
い
と
記
述

し
、
拙
稿
と
同
一
の
見
解
を
提
出
す
る
。

（
９
）　

饒
宗
頤
『
詞
籍
考
』（
香
港
大
學
出
版
社
、
一
九
六
三
年
）
三
十
八
頁
の
記
述
。

論
述
の
都
合
上
、
本
節
の
收
錄
詞
數
の
違
い
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
拙
稿
「
歐
陽

脩
『
近
體
樂
府
』
の
成
立
と
そ
の
傳
承
―
も
う
一
つ
の
『
近
體
樂
府
』―
」（『
風
絮
』

第
十
四
號
、
二
〇
一
七
年
）
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
豫
め
ご
了
承
頂
き
た

い
。
な
お
、
本
稿
は
拙
稿
を
發
展
さ
せ
て
、
二
〇
一
八
年
五
⺼
二
十
六
日
に
慶
應
義

塾
大
學
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本
宋
代
文
學
學
會
・
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
基
盤
硏
究
B
「
唐
宋
八

大
家
散
文
の
特
色
と
そ
の
受
容
に
關
す
る
總
合
的
硏
究
」
共
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

お
い
て
「
歐
陽
脩
の
詞
集
・
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
發
表
し

た
原
稿
に
基
づ
き
、
二
〇
一
九
年
八
⺼
の
中
國
の
國
家
圖
書
館
に
お
け
る
調
査
を
踏

ま
え
て
作
成
し
た
。

（
10
）　
『
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
』
に
は
「
又
漁
家
傲
」
と
し
て
「
漁
家
傲
」

詞
が
十
二
首
多
く
、
さ
ら
に
卷
三
の
「
續
𣷹
」
部
分
に
「
水
調
歌
頭
」
詞
一
首
が

收
錄
さ
れ
、
合
計
十
三
首
多
い
。
し
か
し
、「
水
調
歌
頭
」
は
、
す
で
に
そ
の
校
勘

に
「
此
詞
載
蘭
畹
集
第
五
卷
」
と
し
て
曾
幾
と
の
互
見
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
歐
陽

脩
詞
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
饒
宗
頤
は
考
證
に
お
い
て
「
水
調
歌

頭
」
に
全
く
言
及
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
彼
は
吉
州

本
『
近
體
樂
府
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
歐
陽
脩
詞
と
し
て
は
百
九
十
三
首
と
み
な
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）　

㊟（
９
）饒
宗
頤
『
詞
籍
考
』
三
十
九
頁
の
記
述
。

（
12
）　

吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
に
は
、
こ
の
「
又
漁
家
傲
」
と
い
う
詞
題
の
下
に
「
京
本

時
賢
本
事
曲
子
後
集
云
、
歐
陽
文
忠
公
、
文
章
之
宗
師
也
。
其
於
小
詞
、
尤
膾
炙
人

口
。
㊒
十
二
⺼
詞
、
寄
漁
家
傲
調
中
、
本
集
亦
未
嘗
載
、
今
列
之
於
此
。
歬
已
㊒
十

二
篇
鼓
子
詞
、
此
未
知
果
公
作
否
」
と
い
う
㊟
記
が
あ
る
の
で
、
饒
宗
頤
は
こ
れ
に

基
づ
い
て
「
漁
家
傲
」
十
二
首
を
『
京
本
時
賢
本
事
曲
子
』（『
京
本
時
賢
本
事
曲
子

後
集
』）
よ
り
收
錄
し
た
と
記
述
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
13
）　

繆
荃
孫
の
跋
文
は
㊟（
７
）『
景
刊
宋
金
元
朙
本
詞
』
所
收
の
「
景
宋
金
元
朙
本
詞

敍
錄
」
の
「
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
三
卷
」
部
分
に
收
錄
さ
れ
て
い
る



吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
考

七
五

の
で
本
稿
で
は
そ
れ
を
用
い
た
。

（
14
）　

拙
稿
「
歐
陽
脩
の
書

九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第

六
十
四
集
、
二
〇
一
二
年
）
參
照
。
な
お
、
論
述
の
都
合
上
、
本
節
の
論
證
は
拙
稿

と
一
部
重
複
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

（
15
）　
「
重
刊
蘇
文
忠
公
全
集
序
」
は
、
楊
家
駱
編
『
蘇
東
坡
全
集
』（
世
界
書
局
、
一
九

七
四
年
）
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
の
で
本
稿
で
は
そ
れ
を
用
い
た
。
ま
た
、
朙
の
楊
士

奇
も
「
恭
題
賜
本
歐
陽
文
忠
公
集
後
」（『
東
里
續
集
』
卷
十
六
收
錄
）
に
お
い
て
、

仁
宗
が
歐
陽
脩
の
文
章
を
愛
し
て
い
た
の
で
全
集
を
刻
版
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て

「
尤
愛
文
忠
議
論
切
直
、
文
章
淳
雅
、
遂
命
刻
之
板
成
」
と
記
述
す
る
。

（
16
）　

朙
の
仁
宗
が
編
纂
さ
せ
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
系
統
と
し
て
、
た
と
え
ば
弘
治

五
年
（
一
四
九
二
）
刊
行
の
靜
嘉
堂
文
庫
所
藏
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
が
あ
げ
ら
れ
、

そ
れ
を
確
認
す
る
と
本
編
に
は
確
か
に
四
百
七
十
二
篇
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
㊟

（
14
）拙
稿
參
照
。

（
17
）　

拙
稿
「
南
宋
刊
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
「
續
𣷹
」
に
つ
い
て 

―
新
發
見
の
歐
陽

脩
書

九
十
六
篇
と
の
關
連
―
」（『
日
本
宋
代
文
學
學
會
報
』
第
五
集
、
二
〇
一
八

年
）。 

な
お
、「
又
漁
家
傲
」
と
い
う
記
載
に
つ
い
て
は
、「
又
續
𣷹
」
の
後
に
位
置

し
て
い
る
の
で
、
再
び
「
又
續
𣷹
」
と
記
述
せ
ず
に
「
又
漁
家
傲
」
と
記
述
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
後
に
增
補
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

（
18
）　

た
と
え
ば
、
劉
雙
琴
氏
は
『
六
一
詞
接
受
史
硏
究
』（
中
山
大
學
出
版
社
、
二
〇

一
一
年
）
三
百
二
十
頁
に
お
い
て
、「
從
羅
泌
續
𣷹
的
詞
作
看
」
と
記
述
し
て
お
り
、

羅
泌
が
「
續
𣷹
」
を
作
成
し
た
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
歐
陽
朙

亮
氏
の
「
南
宋
周
必
大
刻
本
《
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
》
略
考
」（『〝
周
必
大
與
南

宋
文
化
曁
紀
念
周
必
大
誕
辰
８
８
８
周
年
〟
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
二
〇
一

五
年
）
で
は
、「
又
漁
家
傲
」
十
二
首
に
つ
い
て
「
當
是
原
本
不
見
于
《
平
山
集
》

的
作
品
、
羅
泌
將
其
編
入
」
と
し
て
、
羅
泌
が
編
入
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。

（
19
）　

㊟（
14
）拙
稿
參
照
。

（
20
）　

㊟（
14
）拙
稿
參
照
。

（
21
）　

拙
稿
「『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
と
日
本
へ
の
傳
來
に
つ
い
て
―
歐
陽
脩
新
發

見
書

九
十
六
篇
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」（『
中
國
文
學
論
集
』
第
四
十
五
號
、
二

〇
一
六
年
）
參
照
。

（
22
）　

陶
湘
の
案
語
は
、
㊟（
７
）『
景
刊
宋
金
元
朙
本
詞
』
所
收
の
「
景
宋
金
元
朙
本
詞

敍
錄
」
の
「
景
宋
吉
州
本
歐
陽
文
忠
公
近
體
樂
府
三
卷
」
部
分
に
收
錄
さ
れ
て
い
る

の
で
本
稿
で
は
そ
れ
を
用
い
た
。

（
23
）　
『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』（
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。
な
お
、

本
書
目
に
お
い
て
①
、
⑤
、
⑧
に
は
版
式
の
記
載
も
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ

の
記
載
を
省
略
し
た
。

（
24
）　
『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
お
い
て
、
國
圖
本
を
含
む
①
～
③
の
『
歐
陽

文
忠
公
集
』
を
慶
元
二
年
に
周
必
大
が
編
纂
し
た
原
刻
本
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
の

誤
り
に
つ
い
て
は
、
㊟（
８
）拙
稿
で
詳
述
し
た
。

（
25
）　

陶
湘
は
、
吳
昌
綬
が
當
時
京
師
圖
書
館
に
あ
っ
た
「
歐
陽
公
集
宋
刊
殘
本
」
三
部

の
中
か
ら
吉
州
本
を
見
つ
け
出
し
た
と
記
述
し
て
い
た
が
、
今
日
の
國
家
圖
書
館
に

は
宋
刊
本
と
し
て
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
が
十
部
現
存
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の

當
時
は
ま
だ
整
理
が
行
き
屆
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
三
本
し
か
確
認
で
き
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
26
）　

二
〇
一
九
年
八
⺼
に
北
京
に
あ
る
國
家
圖
書
館
に
行
き
⑧
「
歐
陽
文
忠
公
集
一

百
五
十
三
卷
」
の
卷
百
三
十
一
～
卷
百
三
十
三
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
『
近
體
樂
府
』

を
調
査
し
、
そ
こ
に
は
天
理
本
と
同
じ
く
歐
陽
脩
の
詞
が
百
九
十
四
首
收
錄
さ
れ
て

い
る
の
を
確
認
し
た
。
た
だ
こ
の
本
は
卷
百
四
十
四
～
卷
百
五
十
三
の
『
書

』
部

分
が
缺
本
な
の
で
、
筆
者
が
㊟（
14
）の
拙
稿
で
報
吿
し
た
、
天
理
本
に
あ
っ
た
新
發

見
の
歐
陽
脩
書

九
十
六
篇
は
存
在
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
㊟（
14
）の
拙
稿
に
お
い

て
、
九
十
六
篇
の
書

の
一
部
が
存
在
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
、
中
國
の
國
家
圖
書

館
所
藏
の
天
理
本
系
統
の
宋
刻
本
は
⑥
で
あ
る
が
、
こ
の
⑥
は
卷
百
三
十
一
～
百
三



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

七
六

（
33
）　

天
理
本
に
の
み
收
錄
さ
れ
て
い
た
歐
陽
脩
の
書

九
十
六
篇
は
㊟（
14
）拙
稿
で
朙

ら
か
に
す
る
以
歬
は
、
今
日
に
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
「
又
漁
家
傲
」

十
二
首
も
、
書

九
十
六
篇
と
同
じ
く
天
理
本
系
統
の
み
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
唐
圭
璋
の
『
全
宋
詞
』
が
な
け
れ
ば
、
今
日
ま
で
傳
承
さ
れ
て
い
な

い
可
能
性
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
附
記
）
本
硏
究
は
、JSPS

科
學
硏
究
費18H

00651

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。

十
三
の
『
近
體
樂
府
』
三
卷
は
缺
本
で
あ
っ
て
存
在
し
て
い
な
い
。
な
お
、
中
國
の

國
家
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
十
本
の
宋
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
系
統
や
特

色
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

（
27
）　

な
お
、
天
理
本
『
近
體
樂
府
』
卷
三
の
「
續
𣷹
」
部
分
に
あ
る
「
水
調
歌
頭
」
一

首
に
つ
い
て
も
、
⑧
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
部
分
の
版
式
も

天
理
本
と
同
一
で
あ
る
。

（
28
）　

歐
陽
朙
亮
『
歐
陽
脩
詞
校
箋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
九
年
）
歬
言
で
は
、
中
國

の
國
家
圖
書
館
所
藏
①
「
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷
」（
國
圖
本
）
を
周
必
大

が
慶
元
二
年
に
刊
行
し
た
原
刻
本
と
見
な
し
た
上
で
、
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
と
天

理
本
は
そ
の
慶
元
二
年
本
の
續
修
本
と
し
、「
其
中
吉
州
本
與
天
理
本
在
慶
元
本
的

基
礎
上
增
補
詞
作
十
三
首
」
と
記
載
す
る
。
吉
州
本
『
近
體
樂
府
』
を
慶
元
二
年
刊

行
で
は
な
い
と
認
定
す
る
の
は
本
稿
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
記
述
か
ら
は
吉
州

本
と
天
理
本
は
全
く
の
別
物
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
ら
が

同
一
で
あ
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
ず
、
し
か
も
考
證
の
歬
提
と
な
る
國
家
圖
書
館
所
藏

①
「
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷
」
を
、
こ
れ
ま
で
の
硏
究
と
同
じ
く
何
の
疑
い

も
な
く
慶
元
二
年
刊
行
の
周
必
大
原
刻
本
と
見
な
し
て
論
證
し
て
い
る
の
で
、
歐
陽

朙
亮
氏
の
論
證
は
說
得
力
を
缺
く
と
言
え
る
。

（
29
）　

周
必
大
の
原
刻
本
は
、
㊟（
８
）拙
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
鄧
邦
述
跋
本
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
歬
揭
し
た
『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
の
國
家
圖
書
館
所
藏

宋
版
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
⑩
で
あ
る
。
な
お
該
書
は
僅
か
に
四
卷
し
か
現
存
せ
ず

『
近
體
樂
府
』
三
卷
は
缺
本
で
あ
る
の
で
確
認
出
來
な
い
。

（
30
）　

唐
圭
璋
は
、
㊟（
９
）の
饒
宗
頤
と
同
じ
く
、
互
見
の
問
題
か
ら
「
水
調
歌
頭
」
を

歐
陽
脩
と
み
な
し
て
い
な
い
た
め
『
全
宋
詞
』
に
は
歐
陽
脩
詞
と
し
て
十
三
首
の
う

ち
「
漁
家
傲
」
詞
十
二
首
の
み
を
收
錄
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
）　

唐
圭
璋
『
全
宋
詞
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
十
七
頁
、
引
用
書
目
參
照
。

（
32
）　

㊟（
31
）唐
圭
璋
『
全
宋
詞
』
百
四
十
八
頁
の
記
述
。




